
（別紙３）

～ 令和7年1月31日

（対象者数） ２１名 （回答者数）
１５名

～ 令和7年1月31日

（対象者数） ５名 （回答者数）
５名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・発達や支援に関する研修会への積極的な参加

・事業所内、法人内での勉強会の実施

2

・体育館を使用した他の事業所や保育園等のこども達との交

流

・大型遊具等を使用し、こども達の運動発達をより促す

3

・地域の方々を招待した行事の企画

・これまで以上の地域のこども達との交流行事の企画

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・法人内での定期的な研修会の開催

・代表による実際の支援場面での指導

・外部の研修会への積極的な参加

2

・保護者や保育園等からの相談に迅速に対応できるよう、代

表だけでなくスタッフも助言を行っていけるようにしたい。

・保護者対応や支援の仕方、考え方についての情報共有を

行っていく。

・法人内での研修会の開催

3

・スタッフ一人一人の支援の質の向上

・障害特性に対する知識理解、豊富な支援方法

・法人内での研修会や勉強会が開催できていない。

・相談したいことがあってもすぐに代表に聞けない状況。

・スタッフによる保護者や保育園等の先生への助言 ・保護者や保育園等からの相談に関しては、現在は代表が全

て対応している。

・運動をするのに十分なスペースの体育館と大型遊具 ・広いスペースを使った集団活動（ルールのある遊び）

・大型遊具や他の遊具と組み合わせた運動療育

・体育館での家族参加型の行事や地域のこども達との交流会

・地域の方々やこども達との交流 ・いろいろな行事において、地域の方々に協力していただい

たいる。（餅つき、ハロウィン、ウォークラリーなど）

・地域の飲食店等の利用

・地域のECC教室のこども達との合同行事（ハロウィンな

ど）

・地域の学童野球教室のこども達との交流

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・経験豊富なスタッフの配置

・学習担当の割り当て

・行事担当の当番制

・それぞれの担当が学習内容や活動内容を工夫し提案してい

る。

・一人一人に担当が付き、学習等の課題を考えていくこと

で、連続的に発達を見ていくことができている。

○事業所名 　てくてく＊療育教室

○保護者評価実施期間
令和6年2月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和6年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年3月21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表（放課後等デイサービス）公表


